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ることができる。筆者は 24GHz， 50GHz 及び 70GHz の三種の周波数帯で1. 40 K--4.2 0 Kの温度範
囲にわたり，極めて純粋なゲ、jレマニウム及びシリコンの単結晶に関する "11 及び τi の測定を行なっ
た。得られた結果と， Herring と Vogt により得られた理論計算の結果とを比較し，伝導電子と格子
振動の相互作用を記述する重要な量である deformation potential の値を定めることができた。この
deformation potentirl の値と， 理論的に計算されている結果並びに他の全く異ったタイプのいくつ
かの実験により得られた値を比較し，良い一致を認めることができた。本実験では，他の種の実験で






な近似で得られる吸収線幅の比は， rω。/kBT のみに依存し，下ω。/kBT と共に単調に増大することが






















伊藤君は，温度を1. 40 K より 4.2 0 K まで色々変化させ，又周波数 ωc を24G C , 50G C , 70G C と
変えて，この量子効果をくわしく調べた。
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